制作作品の評価基準
APSソーメンタイマーから、PythonまたはJavaScriptのプログラム

本資料の目的
本資料は、APSソーメンタイマー（Python版・JavaScript版）をベースに制作したプログラムを評価する際の基準を示すものです。三観点（知識・技能、思考・判断・表現、態度）別に記載しています。

使用上の注意
本資料が示す評価の基準は絶対的なものではありません。生徒・授業・学校の事情や学習状況に合わせて、適宜調整をしてください。



評価基準
知識・技能の観点の評価基準
APSの「カスタマイズ」（②、④、⑤、⑥）で取り上げられている内容を使って、「HTMLおよびCSSの簡単な修正」、「カウントダウンする秒数の変更」、「条件分岐を追加してメッセージの追加表示」の3つを行っている場合に、「おおむね満足できる」（B）としています。
学習した内容をもとに、テーマを新規に設定し、HTMLおよびCSSの簡単な修正・秒数の変更・条件分岐の追加に加えて、独自のプログラムを作っている場合、「十分満足できる」（A）としています。
	評価
	評価の視点

	「おおむね満足できる」状況（B）
	· タイマーの時間を変更している（カスタマイズ②に相当）。
· 残り時間の値によって条件分岐するタイミングを追加し、メッセージ表示などの追加的な動作をさせる（カスタマイズ④に相当）。
· アプリケーションのタイトルを変更している（カスタマイズ⑤に相当）。
· アプリケーションのテーマやタイトルに合わせて、背景色や文字色を変更している（カスタマイズ⑥に相当）。

	「十分満足できる」状況（A）
	· 「定期的に処理を呼び出して実行する」という仕組みを応用して、新いテーマを設定し、カウントダウンタイマー以外のアプリケーションを作成している。
	応用の例

	· 目標時間（秒）までカウントアップするタイマー。変数の値を１ずつ引くのでなく、１ずつ足す。それに合わせて、繰り返しの終了条件を変更している


· 「指定した時間が経過したら処理を呼び出して実行する」という仕組みの、指定時間を工夫して、新しいテーマを設定し、アプリケーションを作成している。
	応用の例

	· 1分ごとに実行する（分単位の）カウントダウンタイマー。合わせて、画面の分・秒の表示を変更している。


· 新たに設定したテーマのプログラムで、条件分岐の構造を正しく理解して、if/elseやif/else if、if/else if/elseの構造を使用している。





思考・判断・表現の観点の評価基準
テーマに基づいたアプリケーションが完成できたら、「おおむね満足できる」（B）としました。
さらに、テーマにあった工夫を考え、適切に判断して表現できた場合に、「十分満足できる」（A）としました。
	評価
	評価の視点

	「おおむね満足できる」状況（B）
	· 自ら決めた作品のテーマについて制作を行い、一定の動作をするプログラムが完成している。

	「十分満足できる」状況（A）
	· 作品のテーマに応じて、プログラムの動作を適切に変更する工夫をしている。
	工夫の例

	· 「カップラーメンタイマー」というテーマに合わせて、タイマーの時間を3分に変更している。
· 「トレーニングタイマー」というテーマに合わせて、（カウントダウンではなく）カウントアップさせている。


· 作品のテーマに応じて、プログラムの外見を変更して、テーマや意図を表現している。
	工夫の例

	· アプリケーションのタイトルを変更しているほか、サブタイトルや使い方の説明を付けるなどしている。
· 背景色・文字色のほか、文字のサイズや、タイマーの色、ボタンの装飾などを行っている。








主体的に学習に取り組む態度の観点の評価基準
コード作成とその結果の確認を繰り返し、粘り強く制作にあたっていることと、技術情報を自ら調べ、試用して、作品に取り入れようとしていることを評価するようにしました。
また、学んだ知識を粘り強く整理して、アイデアを導出していることを評価するようにしました。
	評価
	評価の視点

	「おおむね満足できる」状況（B）
	· プログラムを編集した後、反映された結果を確認して、編集内容と結果から、技術・知識を理解しようとしている。

	「十分満足できる」状況（A）
	· 学習した機構について整理して、どのような応用が可能か、粘り強く検討している。
	整理・検討の例

	· 一定時間が経過したら処理を呼び出して実行する』という機構を使うと、カウントダウンだけでなく、カウントアップのタイマーが作れる
· 『次に処理を呼び出すまでの時間を、ミリ秒単位で指定できる』という機構を使うと、１秒ごとでなく1分ごとに処理を呼び出すプログラムが作れる


· 作成したプログラムが思ったような結果をもたらさないときに、粘り強く原因を調べ、意図通りの動作にしようとしている。


※「態度」の観点の性質上、制作された作品ではなく、制作中の態度の評価になります。授業中の観察や、ワークシートに記録された内容を評価の材料としてください。
